
ダイアフラムを使用せず，梁が溶接接合される部
分の円形鋼管を増厚することで，接合部を適切
に補強した，柱通しの接合部です。

梁を直接円形鋼管柱に溶接接合でき，外法サイ
ズが同一であることから，すっきりとした外観を実
現できます。

1ヵ所の接合部に，異なるせいの梁が接合される
場合でも，ダイアフラムによる補強が不要なため，
直接柱に接合できます。

ノンダイアフラム形式
円形鋼管柱梁接合部設計方法
ダイアフラムを無くしたシンプルな接合部

本設計法は，剛接合として取り扱うことが可能です。

よって，鉄骨躯体の設計は従来と同じです。

鋼管内部にダイアフラムが無いため，コンクリートの充填性を
向上できます。

日本建築センターの鋼構造評定委員会において技術審査を
受け，評定を取得しています。
*1 ：BCJ評定-ST0183-03

従来工法(リングダイアフラム)と比較し，柱重量を約5%軽減で

き，鋼材の製造～運搬～建方における負荷を最小化すること
で，CO2の排出量を削減できます。

また，ダイアフラムと鋼管柱の溶接が省略できるため，溶接作
業の省力化を図れます。

梁端部(モデル図の着色部)における歪(相当塑性歪)は，通し

ダイアフラム形式よりノンダイアフラム形式の方が小さく，梁の
変形能力向上に寄与します。

剛接合の接合形式 梁端部の歪集中を軽減

鋼管板厚の最適化

JMCM

柱の曲げモーメント勾配より，
階高中央部分の円形鋼管柱
の板厚を，最適化できます。

環境にやさしい工法

高いコンクリート充填性

日本建築センターの評定を取得*1

高性能円形鋼管の適用
円形鋼管には，十分な靭性と耐力を有した当社製高性能円
形鋼管(KSATシリーズ)を適用しています。また，強度クラスは
最大590N/mm2級まで適用可能であり，幅広く使用できます。

Bf/D=0.3のときの十字架構FEAにおける柱せん断力Q‐層管変形角R関係
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十字形架構のFEAにおける梁の相当塑性歪εeq‐層管変形角BR関係
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FEAモデル図および相当塑性歪の調査部
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適用範囲

【接合部円形鋼管】

D (mm) 400～2,000

D/t 10～20

Bf /D 0.3～0.7

強度クラス(N/mm2) 400～590

【接合部パネル】

接合部パネル*2‐梁耐力比 2.3以上
*2：鋼構造接合部設計施工指針より算定。

接合部に接続する，最大耐力の梁との比。

接合部の設計

【増厚範囲】

梁フランジの板厚中心より0.6Dの範囲とします。

【接合部円形鋼管の板厚】

接合部円形鋼管の板厚は，短期許容耐力の検討および

保有耐力接合の検討のうち，大きい方の板厚とします。

①短期許容耐力の検討

j My ：接合部降伏耐力(=Py・Hb)

b My ：梁の降伏曲げ耐力

Py ：接合部円形鋼管の局部降伏耐力

Hb ：梁フランジの中心間距離

○中空鋼管の場合

Bf ：梁フランジ幅

D ：円形鋼管柱外径

tc ：接合部円形鋼管柱板厚

tf ：梁フランジ板厚

F ：円形鋼管柱の基準強度
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●コンクリート充填の場合

②保有耐力接合の検討

ｊ Mu ：接合部最大曲げ耐力(=1.3 j My)

bMp ：梁の全塑性曲げ耐力

α ：接合部係数

pbuj MM ⋅≥ α

技術内容
【増厚範囲】

単純模型引張実験および有限要素数値解析により，適切な
増厚範囲(＝0.6D)を決定しています。
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単純模型実験概要図 単純模型引張実験結果

【接合部の変形能力】

十字形架構繰り返し載荷実験により，十分な耐力と塑性変形
能力を確認しています。
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実験状況 破壊状況(梁の局部座屈)*3

*3：局部-梁耐力比0.99，接合部パネル-梁耐力比2.3(適用範囲下限値)

柱せん断力-層間変形角関係*3

【最大耐力Pu 】単純模型引張実験・FEAより得られたPmaxを本接合部の

最大耐力Puとすると，径厚比が大きいケースや鋼管強度が高いケースに

おいて，変形が過大となり剛性を確保できません。よって，本接合部のPu

は，片側の局部変形が鋼管径Dの1%変形時の耐力としています。

【降伏耐力Py 】400N/mm2級のD/t=10における1/3K時耐力とPuの関係より，

Py=Pu/1.3としました。以上の方針により，400～590N/mm2級の強度クラス

にいて， PyおよびPuを適切に評価できるよう，設計式を作成しました。

(右図は，D=400mmの単純模型引張実験・解析結果。

8mmとは，単純模型引張載荷にて片側1%(=400mm×1%=4mm)ずつ

変形したときの円形鋼管最外縁における全体変形量(=片側×2)。

横軸は鋼管全体の変形量。○：1/3K，●：1/6K，□：Py ，■：Pu)

耐力(PyおよびPu)の評価方法
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